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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外装でありかつレンズを保持し非導電材料からなる移動鏡筒と、前記移動鏡筒の外周に
一体的に取付けられた第１の金属ピンと、外装でありかつ内周に前記第１の金属ピンが係
合する第１のカム溝を有し導電材料からなるカム環と、前記カム環の外周に一体的に取付
けられた第２の金属ピンと、内周に前記第２の金属ピンが係合する第２のカム溝を有し非
導電材料からなる固定鏡筒を備えたレンズ鏡筒において、
　前記移動鏡筒及び前記カム環は、前記カム環の回転により光軸方向に進退する構造とな
っており、
　前記固定鏡筒の第２のカム溝には電気的に導通作用を有する導電性塗料が塗布され、前
記カム環は前記第２の金属ピン及び前記導電性塗料を介して制御回路の安定電源部に電気
的に接続されていることを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　更に、前記カム環に一体的に取付けられた導電材料からなるギアと、前記ギアが噛合し
、少なくとも１つが導電材料からなるギア列と、前記ギア列を介して前記カム環を駆動す
る駆動源と、前記導電性材料からなるギアを回転自由に支持する金属製の軸を備え、前記
カム環は、前記導電材料からなるギア及び前記軸を介して制御回路の安定電源部に電気的
に接続されていることを特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のレンズ鏡筒と、前記レンズ鏡筒が設けられたカメラ本体と、
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を有することを特徴とする光学装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、フイルム装填カメラ、電子スチルカメラ、ビデオカメラなどのカメラに装
備するレンズ鏡筒に関し、詳細には、レンズ鏡筒に生じた静電気がカメラ内の電子回路に
誘導されることによって生ずる電子回路及び回路部品の誤動作、破壊を防止するようにし
たレンズ鏡筒に係る。
【背景技術】
【０００２】
　現今のカメラのレンズ鏡筒は、合成樹脂製の鏡筒枠を備えたものが多いが、鏡筒の外表
面となる部分には補強、あるいは美観のために金属材からなるカバーが設けられている。
レンズ鏡筒には撮影に際してカメラ本体の収納位置から撮影可能位置に繰り出されるもの
、また、ズ－ミングによって進退移動するものなど各種のものがあり、金属製の外周面カ
バーを有するレンズ鏡筒がこのように繰り出されたり、進退移動すると、合成樹脂製のカ
メラ本体の一部や鏡筒枠部に接しながら摺動することから、この外周面カバーに静電気が
発生することになる。
【０００３】
　上記の他に静電気が発生する原因は様々であり、例えば、カメラを携帯して歩いている
時などにレンズ鏡筒が衣服と接触を繰り返すことから、その外周面カバー及び前面カバー
に静電気が発生する。
【０００４】
　一方、上記のように発生する静電気はカメラ本体やレンズ鏡筒に組込まれている電子回
路や回路部品に対して静電誘導障害或いは電磁誘導障害を与える。すなわち、現今のカメ
ラは高精度化された電子回路部品が多々組込まれているために、上記したような静電気に
よる静電誘導や電磁誘導を受け易く、所定の電荷量以上の静電気が発生すると、電子回路
や回路部品が誤動作し、延いては電子回路部品が破壊することがある。
【０００５】
　そこで、カメラのレンズ鏡筒に設けられた金属製の外周面カバーや前面カバーに生ずる
静電気を確実に消失させ、静電気による電子回路に対する障害を防止するために、特許文
献１あるいは特許文献２では、フレキシブルプリント基板で鏡筒前面部の金属リングと制
御回路のグランドラインとを電気接続させている。
【特許文献１】特開２００３－２１５４２５号公報
【特許文献２】特開２００２－３５７７５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記従来例では、外装の金属部分に電気的な接続をするためにフレキシブルプリント基
板等の配線部品を有するために、装置が複雑、かつ大型化しやすいという問題がある。
【０００７】
　本発明は上記した実情に鑑み、簡単な構造でカメラのレンズ鏡筒外装部品に生ずる静電
気を確実に消失させ、静電気による電子回路に対する障害を防止したレンズ鏡筒を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明では、外装でありかつレンズを保持し非導電材料か
らなる移動鏡筒と、前記移動鏡筒の外周に一体的に取付けられた第１の金属ピンと、外装
でありかつ内周に前記第１の金属ピンが係合する第１のカム溝を有し導電材料からなるカ
ム環と、前記カム環の外周に一体的に取付けられた第２の金属ピンと、内周に前記第２の
金属ピンが係合する第２のカム溝を有し非導電材料からなる固定鏡筒を備えたレンズ鏡筒
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において、
　前記移動鏡筒及び前記カム環は、前記カム環の回転により光軸方向に進退する構造とな
っており、
　前記固定鏡筒の第２のカム溝には電気的に導通作用を有する導電性塗料が塗布され、前
記カム環は前記第２の金属ピン及び前記導電性塗料を介して制御回路の安定電源部に電気
的に接続されていることを特徴とする。
【０００９】
　また、第二の発明では、更に、前記カム環に一体的に取付けられた導電材料からなるギ
アと、前記ギアが噛合し、少なくとも１つが導電材料からなるギア列と、前記ギア列を介
して前記カム環を駆動する駆動源と、前記導電性材料からなるギアを回転自由に支持する
金属製の軸を備え、前記カム環は、前記導電材料からなるギア及び前記軸を介して制御回
路の安定電源部に電気的に接続されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように本発明では、外装であり、かつ光軸方向に進退する導電材料からな
る外装部材と、前記外装部材に一体的に取付けられた金属ピンと、前記金属ピンが係合す
るカム溝を有し非導電材料からなる固定鏡筒を備えたレンズ鏡筒において、前記固定鏡筒
のカム溝には電気的に導通作用を有する導電性塗料が塗布され、前記外装部材は金属ピン
及び導電性塗料を介して制御回路の安定電源部に電気的に接続されていることを特徴とす
る。よって、新たに配線部品を設けることなく、簡単な構成で発生した静電気を放出し電
子部品を保護することができる。
【００１１】
　また、第二の発明では、外装かつ光軸周りに回動し、導電材料からなる外装部材と、前
記外装部材に一体的に取付けられたギアと、前記ギアが噛合し、少なくともひとつは導電
材料からなるギア列と、前記ギア列を介して前記外装部材を駆動する駆動源とを備えたレ
ンズ鏡筒において、前記導電性材料からなるギアを回転自由に支持する金属製の軸を有し
、前記外装部材は導電材料からなるギア及び軸を介して制御回路の安定電源部に電気的に
接続されていることを特徴とする。よって、駆動手段の一部を導電材料で構成することに
より、新たに配線部品を設けることなく、簡単な構成で発生した静電気を放出し電子部品
を保護することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、本発明の実施形態について図面に沿って説明する。図１は、一実施形態として示
したカメラのズ－ムレンズ鏡筒の断面図、図２は主要構成部品を示した分解斜視図である
。
【００１３】
　図において、１は第一群レンズL1を保持した1群鏡筒を示し、プラスチック樹脂によっ
て成形されている。1群鏡筒１は先端に有効光線の制限、及び外観向上のためのマスク１
ａが取付けられ、その外側には補強及び外観向上の目的で金属リング１ｂが接着固定され
ている。後部外周には金属のピン１ｃが３本周方向等分に植設されている。２はカム環を
示し、カーボン繊維を含有した樹脂で成形されている。内周には1群鏡筒１のピン１ｃが
係合する１群カム２ａが形成されている。カム環２の外周には金属のピン２ｂが圧入固定
されており、ピン２ｂは固定鏡筒３の内周に成形された固定カム３ａに係合している。よ
って、カム環２は光軸周りに回転することによって光軸方向に移動する。
【００１４】
　カム環２の内周には、直進筒４が回転自由に保持されており、先端の突起４ａがカム環
２の周溝２ｈ内を摺動する、所謂バヨネット構造になっており、カム環２内で回転自由に
保持されたまま、カム環２と一体で光軸方向に移動する。
【００１５】
　直進筒４の外周にはキー部４ｂが３箇所設けられており、固定鏡筒３の内周に形成され
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た直進溝３ｂに係合することによって回転が制限されるため、結果として、直進筒４は回
転することなくカム環２の光軸方向の移動とともに直進移動を行う。
【００１６】
　直進筒４には直進溝４ｃが設けられ、１群鏡筒１のピン座１ｄが係合している。従って
、１群鏡筒１はカム環２の回転によって、固定カム３ａとカム環２の内周の、１群カム２
ａの合成された分だけ光軸方向に直進移動することになる。
【００１７】
　５は第二群レンズL２を保持した２群鏡筒、６は第三群レンズＬ３を保持した３群鏡筒
を示し、それぞれ金属のピン５ａ、６ａが固定されている。ピン５ａ、６ａはカム環２の
内周に設けた２群カム２ｄ、３群カム２ｅに係合し、ピン座５ｂ、６ｂが直進筒４の直進
溝４ｃ、４ｅに係合することによって、２群鏡筒５、３群鏡筒６、及び１群鏡筒１は所定
の関係をもって光軸方向に移動することになる。
【００１８】
　７は絞りユニットを示し、３群鏡筒６にビスによって固定され、３群鏡筒６と一体的に
光軸方向に移動する。
【００１９】
　８は第４群レンズＬ４を保持した４群鏡筒を示し、ステップモータ９によって光軸方向
に駆動され、フォーカス調整を行う、ステップモータによる駆動機構は周知のものなので
詳細な説明は省略する。
【００２０】
　10はカム環２をズーミングのため回転駆動するためのズームモータユニットを示し、ス
テップモータ10ａ、ギア列10ｂ、及びケース10ｃによって構成されており、ケース10ｃが
固定鏡筒３の台座３ｅにビスによって固定されている。
【００２１】
　ズームモータユニット10の出力ギア10ｄは、長歯ギア11に噛合しており、長歯ギア11は
金属シャフト12の周りを回転自由に保持されている。金属シャフト12は先端を固定鏡筒の
軸穴３ｆ、他端をＣＣＤホルダ13の軸穴13ａによって保持されている。ＣＣＤホルダ13は
撮像素子であるＣＣＤを後部に保持し、各レンズ鏡筒や他の部品を組み込んだ後、固定鏡
筒３とビスによって固定される。
【００２２】
　一方カム環２の外周にはギア部２ｆが成形されており、長歯ギア12に噛合することによ
って、ズームモータユニットの駆動力がカム環２に伝達される。長歯ギア11には、カム環
２が回転によって光軸方向に移動しても安定した噛合が保たれる分の歯の長さが確保され
ている。
【００２３】
　14はカム環２の回転位置を検出するためのセンサで、投受光素子の間にカム環２にも受
けた遮光壁２ｇが挿入されることによって所定の電圧変化が出力される、フォトインタラ
プタによって構成されている。センサ14は直進筒４に固定されており、ズーミングにより
光軸方向に直進移動を行う。センサ14はフレキシブルプリント基板15によって電源及び出
力信号がカメラ本体の制御基板と電気接続されており、屈曲部15ａが直進筒４の移動を吸
収することで安定した電気接続が維持される。
【００２４】
　次に本発明に係わる静電気の放出構造について説明する。
【００２５】
　近年のデジタルカメラの普及に伴い、カメラは高精度化された電子回路部品が多々組込
まれているために、外部からの静電気による静電誘導や電磁誘導を受け易く、所定の電荷
量以上の静電気が発生すると、電子回路や回路部品が誤動作し、延いては電子回路部品が
破壊することがある。
【００２６】
　一方ではコンパクト化、軽量化が求められ、樹脂成形の部品が多用されるようになって
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きている。また、樹脂にカーボン繊維を混入し外部からの衝撃に対して強度上の信頼性を
向上させたものも多くなってきている。
【００２７】
　しかしながら、カーボンを含有した樹脂は電気を通しやすい性質があり、金属部品はも
ちろん、カーボン材の近くにある電子部品も静電気による誤動作、あるいは破損の危険性
がある。そのため、そのような不具合を防止するために、静電気の放出手段を設ける必要
がある。たとえば外装部品をすべてカーボン含有材料によって構成すれば良いが、通常使
用されているガラス繊維含有材料に比べて、数倍のコストがかかるため、製品のコストア
ップにつながってしまうという問題がある。
【００２８】
　図３は本実施例の静電気の導通経路を示す、要部詳細図である。固定鏡筒３の内周には
図中太線で示す部分に導電性の塗料20が塗布されている。塗料の材料としては、銅を含む
ものでも良いし、内壁の反射等による光学的影響を防止するために、黒色のカーボン含有
塗料でも良い。それによってカーボン材で成形されたカム環２に伝わった静電気は、金属
ピン２ａ、導電塗装20を伝わって、補強リング３ｇに伝達される。補強リング３ｇはカメ
ラ本体の金属の外装部品30に圧設されており、そこから静電気が放出される。また、外装
部品30はカメラ本体に設け電子回路のグランラインに電気的に接続されている。
【００２９】
　本実施例のように、カム環２の近傍にセンサ14がある場合でも、すべての部品を高価な
カーボン材で構成する必要なく、電子部品を静電気から保護することができる。また、リ
ード線などの配線部品を新たに設けることもないので、簡単な構成で、コンパクトかつ安
価なカメラを実現することができる。
【００３０】
　（他の実施例）
　図４は本発明に係わる他の実施例を示し、第一の実施例の導電構造の代わりに実施する
ことも、第一の実施例に加えて実施することも可能である。
【００３１】
　図において、長歯ギア11は金属で構成されており、金属シャフト12の先端は、カメラ本
体の金属製外装部品30に板バネ31を介して常に接触している。従って、カム環２に発生し
した静電気は、ギア部２ｆから長歯ギア11、金属シャフト12、板バネ31を介して外装部品
に導電され外部に放出される。長歯ギア11の材質は金属だけでなく、導電性、摺動性を考
慮し、たとえばカーボン含有のポリアセタール樹脂でも可能である。
【００３２】
　以上説明したように、本発明によれば、安価でコンパクトな構成を保ったまま電子部品
を静電気から保護し、信頼性の高い装置を実現できるものである。
【００３３】
　実施例ではデジタルカメラに使用するレンズについて説明したが、ビデオレンズや銀塩
フィルムに撮影する一眼レフ、コンパクトカメラに採用することも同様な効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明を実施したレンズ鏡筒の断面図
【図２】主要構成部品を示した分解斜視図
【図３】図１のレンズ鏡筒の要部詳細図
【図４】本発明の他の実施例を示す断面図
【符号の説明】
【００３５】
　２　カム環
　２ａ　金属ピン
　３　固定鏡筒
　４　直進筒
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　11　長歯ギア
　12　金属シャフト
　20　導電塗料
　30　カメラ外装部品
　31　板バネ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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